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2018年2月21日
株式会社モビリティランド

鈴鹿サーキット

モータースポーツ顕彰決定のご案内

鈴鹿サーキット（三重県鈴鹿市）は、2017年度のモータースポーツ顕彰を決定いたしましたので、ご案内いたします。

鈴鹿サーキットでは1987年よりモータースポーツの発展、振興、ならびにファン拡大につながる顕著な活躍、活動、

功績を残された個人、団体を対象にモータースポーツ顕彰を、また大きな活躍が期待される個人を対象にライジング

スターアワードを設定し、その功績を広く知っていただくとともに感謝の意を表してまいりました。

2017年度も東京運動記者クラブモータースポーツ分科会、JMS（日本モータースポーツ記者会）、JRPA（日本レース

写真家協会）、ロードレース記者会の皆様のご協力のもとに表彰者、団体を選出し、顕彰を決定いたしました。

なお、受賞者の皆様は2018年3月11日（日）、「2018 モータースポーツファン感謝デー」で行われる贈呈式に出席い

ただく予定です。

■２０１７年モータースポーツ顕彰 （2017年に顕著な活躍をされた個人・団体など）

佐藤 琢磨
5月に開催された「第101回インディアナポリス500」にてアジア人初の優勝を成し遂げた。こ

の世界三大自動車レースの一つとされる伝統ある格式高いイベントでの勝利は、日本でも
数多く報道され多くの感動を与えるとともに、内閣総理大臣顕彰を受賞するなど、日本に
おけるモータースポーツの地位向上に貢献した。

※佐藤選手はインディカー・シリーズ参戦のため、贈呈式は欠席となります

■２０１７年モータースポーツ特別顕彰 （2017年に特別な活躍をされた個人・団体など）

全日本ロードレース選手権の最高峰クラスJSB1000で、高橋巧選手が
開幕戦鈴鹿2&4レースから2連勝と好スタートを切り、ステップアップ9年目に
して念願のシリーズチャンピオンを獲得。J-GP2では、水野涼選手がステップ
アップ2年目でチャンピオンを獲得し2クラスを制覇した。
また、元所属ライダーである中上貴晶選手の2018年シーズンからの

MotoGPTM昇格が決定するなどチームとしての注目を集めた。

有限会社 ハルク・プロ

SUPER GTシリーズ（GT300）では、全8戦中7戦でドライバーズポイントを
獲得する安定した走りを見せ、ドライバーズチャンピオンと2011年以来2度
目のチームタイトル、そして年間最優秀メカニック賞を獲得した。
さらにスパ24時間レースへの参戦や、2018年より新たに開催される「鈴鹿

10時間耐久レース」へのいち早い参戦表明など、幅広く積極的な活動を
展開した。

GOODSMILE RACING & Team UKYO 
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■２０１７年モータースポーツ功労顕彰 （長年にわたり、モータースポーツの発展に貢献された個人・団体など）

横浜ゴム株式会社

■２０１８年ライジングスターアワード・４輪 （2017年の活躍と2018年にさらなる活躍が期待される4輪選手）

福住 仁嶺 （ふくずみ にれい）
（1997年1月24日生まれ 21歳)

2013年に鈴鹿サーキットレーシングスクール・フォーミュラを卒業し、スカラシップを獲得。
2016年よりF1世界選手権の登竜門とも言われるGP3に参戦。2017年は開幕戦の
レース1で自身初優勝を挙げ、シーズン3位となった。

2018年はFIA-F2にステップアップするとともに、国内最高峰の全日本スーパーフォー
ミュラ選手権への参戦も決定し、次世代の4輪レース界を背負う選手として期待を集
めている。

■２０１８年ライジングスターアワード・２輪 （2017年の活躍と2018年にさらなる活躍が期待される2輪選手）

前田 恵助 （まえだ けいすけ）
（1997年10月10日生まれ 20歳)

全日本ロードレース選手権シリーズST600クラスに参戦4年目となる2017年、シーズン
2勝、全6戦中5戦で表彰台に登る活躍を見せ、念願のシリーズチャンピオンを獲得した。
また、”コカ･コーラ”鈴鹿8時間耐久ロードレースでは、初参戦ながらSSTクラス優勝を成
し遂げた。

2018年は、YAMAHAのユースチームであるYAMALUBE RACING TEAMに加入し、
最高峰クラスであるJSB1000クラスへのステップアップも決定。今後のさらなる活躍が期
待される。

当顕彰の贈呈式が行われる「2018 モータースポーツファン感謝デー」への特別無料ご招待券を、

ホームページにてダウンロードいただけます

＜ゆうえんちモートピアパスポートが割引になるクーポン券付＞

詳細は鈴鹿サーキット公式ウェブサイトをご覧ください。 http://www.suzukacircuit.jp/msfan_s/ 

※年齢は2018年2月21日現在

創業以来、長年にわたり数多くの4輪カテゴリーにタイヤを供給し、2017年は、
全日本スーパーフォーミュラ選手権や全日本F3選手権、スーパー耐久シリーズ
などへのワンメイクタイヤ供給のほか、SUPER GTではGT300クラスで
GOODSMILE RACING & Team UKYOがチャンピオンを獲得するなど、創立
100周年のメモリアルイヤーにふさわしい活躍を見せた。


